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２０２5年１０月３１日 この資料は、10月30日に開示した決算説明資料より抜粋したものです。



Copyright (c) 2025 JBCC Holdings Inc. 2ＪＢＣＣホールディングス株式会社 東証プライム市場 証券コード：9889（情報・通信業）

社 名 ： ＪＢＣＣホールディングス株式会社
[東証プライム市場 情報・通信業 9889]

設 立 ： 1964年4月1日

資 本 金 ： 47億13百万円

従業員数 ： 1,999名 [有期社員を含む連結]

企業のデジタル・トランスフォーメーションを実現するため、お客様の環境に合わせて

クラウド＆セキュリティ、超高速開発等、ITに関するサービスを提供

会社概要

※202５年10月1日現在

事業セグメント ：

事業会社： 8社 （国内 48拠点、海外 4拠点）

全国展開 運用・保守 サービス

上海・広州・大連 バンコク開発支援 コーポレート・ファンクション

九州地区中部地区

本社：八重洲オフィス

情報ソリューション（97%） 製品開発製造（3%）

（情報ソリューション内訳）

システム開発（SI）
（2５%）

サービス
（56%）

システム
（16%）



3Copyright (c) 202５ JBCC Holdings Inc.ＪＢＣＣホールディングス株式会社 東証プライム市場 証券コード：9889（情報・通信業）

AGENDA

202６年3月期 上期決算概要

中期経営計画 「CHALLENGE 2026」 進捗状況

注力事業進捗／人材戦略進捗／財務戦略強化
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注力事業が牽引し、前年同期比増収増益

前年同期比 売上高+４.６%、営業利益+1３.３%、 営業利益率+0.7pts

キャピタルアロケーションの方針に基づき、期末配当を上方修正

期末配当予想を7円上方修正（期末配当 18円→25円、通期配当 35円→42円、配当性向 50％以上）

202６年3月期 上期ハイライト

過去最高の新規月額受注高を更新

上期の新規月額受注高 クラウド ２.1億円、セキュリティ １.２億円

資本効率の向上を目的に、自己株式取得を開始

市場買付で上限30億円規模、取得期間：2025.10.31～2026.3.31予定

事

業

構

造

変

革

経

営

基

盤

強

化

“稼ぐ力”事業構造変革を推進、上期過去最高益を更新
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（百万円）

２０２５年３月期
上期実績

２０２６年３月期
上期実績

前年同期比 ２０２６年３月期
予想

予想に対する
進捗率

売上高 35,822 3７,4６１ +４.6% ７１,500 5２.4%

営業利益 3,182
（8.9%）

3,６０５
(９.６%)

+１３.３%
(＋０.７pts)

６,８00 ５３.０%

経常利益 ３,3２１
（９.３%）

3,７49
(１０.０%)

+１２.９%
(＋０.７pts)

６,９00 ５４.3%

親会社に帰属する
中間純利益

２,３０７
（６.４%）

2,５０６
(6.７%)

+８.６%
(＋０.２pts)

４,８０0 ５２.2%

202６年3月期 上期業績概況

 4 期 連 続 増 収 増 益

 営 業 利 益 2 桁 成 長 、 5 期 連 続 増 益 ・ 過 去 最 高 益 更 新

（）内は利益率
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202６年3月期 上期事業セグメント別

事業セグメント

２０２６年３月期 上期実績

売上高 売上総利益 売上総利益率

前期比 前期比 前期比

情報ソリューション 36,341 +4.2% １１,404 +１6.8% ３１.4% +３.4pts

SI ９,450 +１3.2% ３,545 ＋58.5% 37.５% +10.7pts

サービス ２1,054 +11.5% ６,６42 +１２.5% 3１.5% +０.3pts

システム 5,836 △23.7% １,216 △25.0% 20.8% △0.4pts

製品開発製造 1,120 ＋18.9% 570 △7.4% ５0.9% △１４.５pts

合計 ３７,４６１ +４.6% １1,９７５ +１５.４% 3２.0% ３.0pts

（百万円）

（各事業分野に含む注力事業）

（クラウド、セキュリティ）

（超高速開発）

超高速開発の正常化に加え、従来型開発も堅調に推移、大幅増収増益

注力事業のクラウド・セキュリティが市場成長を大きく上回り、業績を牽引

S I

サービス
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事業セグメント別 - システム開発（SI）

 「超高速開発」へのシフトを継続推進

・ 独自開発手法「JBアジャイル」とローコード開発を組み合わせて高品質・短納期を実現

 「モダナイゼーション」と「ヘルスケア」を含む従来型開発

・ メインフレームからIBM製オフコンへ移行する「モダナイゼーション」

・ 電子カルテや医事会計を中心とする病院情報システムの導入「ヘルスケア」

ハイライト

6,970 

7,970 

9,084 

8,350 

9,450 

7,668 

8,696 

8,837 

8,735 

14,638 

16,666 

17,921 

17,086 
17,629 

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

業 績 推 移

2,375 

2,850 
3,053 

2,236 

3,545 

2,665 

2,904 
2,824 

3,039 

5,041 

5,755 
5,876 

5,276 

6,318 

34.1%

35.8%

33.6%

26.8%

37.5%
34.4%

34.5%
32.8%

30.9%

35.8%

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

売上高（百万円） 売上総利益（百万円）

1H

2H

YoY

＋13.2%

(通期予想)

(通期予想)

YoY

＋58.5%

通期

売上総利益率（％）

1H 通期

超高速開発プロジェクトが正常化、業績を牽引

基幹業務システム再構築プロジェクト 約20件進行中

大型モダナイゼーション案件を中心とした従来型開発も堅調に推移

 1Qに長期プロジェクトのフェーズ完了・検収が重なり、利益増に貢献

下期も引き続き好調な業績を見込む

超高速開発の大型案件は着実な完遂に向け継続的に注視

足 元 の 状 況

通 期 の 見 通 し

1H

2H

通期

超高速開発の正常化に加え、従来型開発も堅調に推移、大幅増収増益

超高速開発
遅延に

よる影響

事 業 概 要

注力事業「超高速開発」については後述
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事業セグメント別 - サービス

ハイライト 注力事業のクラウド・セキュリティが業績成長を力強く牽引

12,969 13,410 

15,931 

18,882 

21,054 

13,031 

14,238 

16,788 

19,765 

26,000 

27,648 

32,719 

38,647 

41,557 

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

業 績 推 移

4,012 4,108 
4,531 

5,902 
6,642 

4,027 
4,284 

5,077 

6,034 

8,040 
8,392 

9,608 

11,937 

13,656 

30.9%

30.6%

28.4%

31.3%

31.5%

30.9%

30.4%

29.4%

30.9%

32.9%

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

売上高（百万円） 売上総利益（百万円）

1H

2H

YoY

＋11.5%

(通期予想)

(通期予想)

YoY

＋１２.5%

通期

売上総利益率（％）

1H 通期

足 元 の 状 況

通 期 の 見 通 し

クラウド・セキュリティが市場を大幅に上回る成長

付随する構築サービスも堅調に推移

メーカー保守代行・回線再販など低付加価値ビジネスは縮小

上期過去最高のクラウド、セキュリティ新規受注

下期の売上に寄与、通期目標達成を見込む

1H

2H

通期

通期予想

注力事業「クラウド」「セキュリティ」については後述

事 業 概 要

 注力事業である「クラウド」「セキュリティ」の推進を加速

・ ＤＸ・ＡＸ需要の拡大、サイバー攻撃の懸念の高まりから、強い顧客需要が継続

・ コスト最適化やマネージドサービスなどの高付加価値の提供によるビジネスを推進

 ITインフラに関する多種多様なサービスを展開

・ストックビジネス：クラウド、セキュリティ、監視、保守、ヘルプデスクサービス、PCやタブレット機器のLCM等

・フロービジネス ：クラウド、セキュリティに付随する構築・移行、オンプレミス環境の構築・移行サービス等



Copyright (c) 2025 JBCC Holdings Inc. 9ＪＢＣＣホールディングス株式会社 東証プライム市場 証券コード：9889（情報・通信業）

業績推移

事業セグメント別 - システム／製品開発製造

システム 製品開発製造

 大型ハードウェアの受注により計画を上回る進捗

 下期は当初計画通り前期比減少の見込み

 プリンター保守ＥＯＳに伴う入れ替え需要による売上増加

 オリジナルソフトウェアの新規受注が伸長

6,648 6,517 
7,004 

7,647 

5,836 

6,633 

5,309 

5,577 
4,514 

13,281 

11,826 

12,581 
12,161 

10,284 

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

1,457 
1,317 

1,547 
1,621 

1,216 

1,262 
1,252 1,065 

927 

2,719 
2,570 2,612 

2,548 

2,166 

21.9%

20.2%

22.1% 21.2%

20.8%20.5%

21.7%

20.8% 21.0%

21.1%

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

売上高（百万円） 売上総利益（百万円） 売上総利益率（％）

1H 通期

1H

2H

(通期予想)

通期

1H

2H

通期

(通期予想)

YoY

△２５.０%

YoY

△２３.７%

業績推移

984 993 
952 942 

1,120 

1,032 1,012 1,021 1,030 

2,015 2,004 1,973 1,972 
2,029 

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

582 
637 

603 616 
570 

623 

657 682 

593 

1,205 

1,294 1,285 

1,209 

1,310 

59.2%
64.1% 63.3%

65.4%

50.9%

59.8%

64.6% 65.1%

61.3%

64.6%

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

売上高（百万円） 売上総利益（百万円）
売上総利益率（％）

1H 通期

1H

2H

(通期予想)通期

1H

2H

通期

(通期予想)

YoY

△7.4%

YoY

＋１８.９%

通期予想

通期予想
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AGENDA

202６年3月期 上期決算概要

中期経営計画 「CHALLENGE 2026」 進捗状況

注力事業進捗／人材戦略進捗／財務戦略強化
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 さらなる成長と高い収益性を実現するため、注力事業の進化・深化により事業構造の変革を更に加速
 成長を支え、環境変化への耐性を備えた経営基盤の強化・高度化
 人材及び新たなビジネス領域の拡大に向けて経営資源を投下

３つの注力事業に洗練・集約
データ＆AIの活用による進化・深化

成長性 収益性

＋
データ＆AI

新たな価値創造

● 売上高に占める
ストックビジネス比率*

● 営業利益率

40% 60%

CHALLENGE 2026
（2027年3月期）

HARMONIZE 2023
（2024年3月期）

7% 11%

CHALLENGE 2026
（2027年3月期）

HARMONIZE 2023
（2024年3月期）

人材および新たなビジネス領域の
拡大に向け経営資源を投下

ガバナンスの強化

DXの加速
リスクマネジメント

体制の高度化

人材・組織の
強化・高度化

４つのマテリアリティに対する活動・実行

高い品質と
技術力の強化

安心/安全な
企業体質の強化

環境に配慮した
社会の実現

社会に貢献する
人材の育成

クラウド セキュリティ 超高速開発

経営基盤の強化・高度化

サステナビリティの取り組み

事業構造の変革を加速

*ストックビジネスには、クラウド、セキュリティ、 運用/保守/監視等サービス、月額型ソフトウェアやその保守サービスを含みます。

中期経営計画 「CHALLENGE 2026」 全体像
2025年5月公表

再掲
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中期経営計画達成に向け、堅調に推移

CHALLENGE 2026

中期経営計画 「CHALLENGE 2026」 進捗状況

CHALLENGE 2026
注力事業

• 注力事業のKPIに対し、概ね堅調に推移

• データ＆AI活用支援サービスの推進

CHALLENGE 2026
業績評価指標

202６年3月期
上期実績

経営基盤の強化・高度化
• 人材戦略の推進、投資(25億円/3カ年)は計画通り進捗

• 財務戦略の方針を再定義、戦略の強化・高度化

クラウド

セキュリティ

超高速開発
超高速開発比率

75％
超高速開発比率

5８％

売上高CAGR*2

36％
売上高CAGR*1

43％

*2 '23/'26

売上高CAGR*2

30％
売上高CAGR*1

３４％

*1 ’23上期/’25上期

651

698
715

745

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0

100

200

300

400

500

600

700

24.3期

実績

25.3期

実績

26.3期

予想

27.3期

目標

売上高 営業利益率

（億円）

億円以上

40% ６０%
ストック
ビジネス

比率

374

11%以上

9.6%

8.8%

6.8%

47%

26.3期
上期実績

26.3期
上期実績

億円

HARMONIZE 2023
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67

63

75

92

129

132

190

150

214

158 

222 

297 

389 

519 

651 

842 

992 

1,207 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1H 2H 1H 2H 1H 2H 1H 2H 1H

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

1,396 

2,250 

3,292 

4,832 

6,742 

1,773 

2,655 

3,982 

5,884 

3,169 

4,905 

7,275 

10,716 

14,240 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

注力事業「クラウド」の概況

※解約分を差し引いた純増分

■ 新規月額受注高（内数）

(通期予想)

新規月額受注高が売上に寄与
最短翌月～最長6か月

1H

2H

YoY

＋39.5%

業績推移

月額受注高累計（百万円／月） 売上高推移（百万円）

業績ハイライト

YoY

＋12.5%

• 国内パブリッククラウドサービス市場成長予想 CAGR約15% （’24→‘29）

• DX化の加速に伴うクラウド利用規模大型化による運用・管理の複雑化

• 既存の環境維持やコスト負担増（機器保守切れ、OSサポート切れ、VMware等のライセンス値上げ等）

• データ＆AI活用ニーズの高まり、活用に対するスキル・人材不足

• マルチクラウド構成で最適提案、運用最適化
（徹底した顧客課題の洗い出しと既存環境の分析、各クラウドベンダーの特長を最大限発揮）

• IaaS／SaaSのコスト最適化／管理を継続的に実現

• Copilotワークショップを始めとするデータ＆AI活用支援

• 案件大型化への注力／運用サービス強化／AIワークショップ拡充

半 期
過 去 最 高

月額100万円超え大型案件の受注増加 （※2）

（※1）2025年5月12日に開示した通期予想値に記載誤りがあったため訂正 （※2）中核事業会社であるＪＢＣＣ株式会社の実績

市場動向

顧客課題

当社の強み

今後の取組

通期

・ 大型案件受注比率 ： 前年同期 +3pts （54%→57％）

・ 大型受注社数 ： 前年同期比 1.4倍

（※1）

上期過去最大の新規月額受注高 2億円突破

大型案件受注が伸長、大手企業への展開が加速

売上高前年同期比 約4割増で続伸
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注力事業「セキュリティ」の概況

※解約分を差し引いた純増分

■ 新規月額受注高（内数） (通期予想)

1H

2H

YoY

＋32.1%

業績推移

月額受注高累計（百万円／月） 売上高推移（百万円）

業績ハイライト

• 国内セキュリティサービス市場成長予想 CAGR約6% （‘24→’30）

• 高度化するサイバー攻撃によるインシデント発生の増加、懸念の高まり

• クラウドやAI利用の拡大に伴う、情報漏洩リスクの増加

• 高度人材の不足による、セキュリティ脅威への対応遅れ

• 監査、診断によるリスクの可視化から、既存資産を活かした最適な対策の提案、

導入、運用支援までを一元的に提供

• 高度エンジニアによるインシデント対応力 ー 平均2日以内で侵入経路特定

• マルチクラウドとオンプレミスを包括したマネージドサービスを提供

• セキュリティ診断アプローチからの全体最適提案の推進

• AI活用によるレポーティング強化

半 期
過 去 最 高

市場動向

顧客課題

当社の強み

今後の取組

通期

YoY

＋16.9%

月額100万円超え大型案件の受注増加 （※）

・ 大型案件受注比率 ： 前年同期 ＋20pts （45%→65％）

・ 大型受注社数 ： 前年同期比 2倍

（※）中核事業会社であるＪＢＣＣ株式会社の実績

新規月額受注高が売上に寄与
最短翌月～最長6か月 上期過去最大の新規月額受注高 １.２億円突破

大型案件受注が伸長、大手企業への展開が加速

売上高前年同期比 約3割増で続伸
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注力事業「超高速開発」の概況

■ 超高速開発 超高速開発比率％

（補足） ■ 超高速開発以外の開発（モダナイゼーション等）

■ 開発以外（運用・保守、開発ツールライセンス費用等）

売上高（百万円）

YoY

＋24.6%

YoY

＋21.1%

24.3 4Q～25.3 3Q

遅延による影響

通期予想

63%

通期予想

8,５８３百万円

粗利率YoY

＋26.8pts

• 基幹業務システム開発にアジャイル型開発「JBアジャイル」を採用

• 超高速開発とマイクロアセット活用で短納期・高品質・高付加価値を提供

売 上 高 ・ 売 上 総 利 益 共 に過去最高を 更 新

プロジェクトが正常化し、業績に貢献
モダナイゼーションを中心とした従来型開発も計画以上に推移

従来型開発も
好調

• 国内クラウドERP市場成長予測 CAGR約20% （’25→’35）

• ERPパッケージでは実現できない独自の競争優位性の実現

• 自社におけるIT／DX人材不足、変化に対応可能なシステム構築

主要プロジェクト例：

学習塾
生徒管理・模試受付システム

食品卸
貿易販売管理システム

鉄鋼卸
販売・加工管理システム

製造業
販売・生産管理システム

建材卸
販売管理システム

基幹業務システム再構築プロジェクト 約20件進行中

• 技術戦略本部を新設、設計やテストなど各工程への生成AI活用に着手

• 「ＪＢアジャイル」にAI駆動開発を融合、生産性向上の検証を開始

市場動向

顧客課題

当社の強み

今後の取組

（※）2025年5月12日に開示した通期予想値に記載誤りがあったため訂正

（※）

業績推移 業績ハイライト
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“顧客起点×AI”による新たな価値創造AIトランスフォーメーションによる生産性向上

生成AIによるCHALLENGE ー 生産性向上 × 新たな価値創造 ー

仕組
全社プログラム “J-AInnovation” 開始

• 全社員でAIエージェントを内製・利用するイノベーションプログラム

基盤
AIエージェント／データ活用の共通基盤を整備

• マルチLLM/RAG/権限連携の共通基盤を整備

業務

社内AIエージェントを業務別に適用着手

サービス化 責任あるAI運用
• データ保護／情報漏洩対策／利用ガイドライン策定／監査ログ環境の整備

生成AIガバナンス

クラウド／セキュリティの付加価値醸成

サービス
設計

AIモデル開発開始

• データ＆AIサービスモデル／予測モデルの開発
（Osaka Metro全路線の列車混雑をAI予測）

業務アプリケーションにAIを搭載
• 自律型AIエージェントを実装し業務プロセスを自動化

JBアジャイル
×
AI

AI駆動開発の融合

• クラウド ： 環境構築エージェント

： 移行コンサルテーションエージェント

• セキュリティ ： 脅威分析レポーティングエージェント(脱・労働集約)

(ストック化設計)

ショーケース化

• 営業 ： 勝率向上（案件分析/提案生成/次アクション）

• 人事 ： 採用（スクリーニング／面接支援）

• 法務 ： ナレッジ検索（過去契約・見解照会）

• SI ： プロジェクトメンバーのパルスサーベイ型ヘルスチェック

キャパシティ
確保

• AIで超高速開発アセット活用を加速

• 既存アプリの分析・リファクタリング・テスト生成

• AI駆動開発による生産性向上の検証を開始
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AGENDA

202６年3月期 上期決算概要

中期経営計画 「CHALLENGE 2026」 進捗状況

注力事業進捗／人材戦略進捗／財務戦略強化
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通期計画

7０名

・ダイレクトリクルーティングの推進

・大学・大学院との連携強化

・インターンシッププログラムの改善

・HRtech(AI)の活用促進１３.9倍

人材戦略の進捗

新卒採用（’26.4入社）

1,761名

キャリア採用

上期 ４1名
’24

’25

8,800名

１.3倍

現在 59名

6,552名

リクルーター制度を軸に、JBCCグルー
プの“リアル”を伝える採用手法を構築

リファラル採用の強化や採用エージェントとの
戦略的連携による、新しい採用手法の確立

対象： 部長／本部長クラス

参加者 １６８名 満足度（NSI値） 95.８pts

目的： JBCCリーダーシップモデルの設定と理解・浸透

参加者 １92名 満足度（NSI値） ８４.7pts

人材開発計画の着実な実行と、リーダーシップ強化を目的としたミドルマネジメント層向け研修を実施

目的： 対話品質の向上による、組織パフォーマンスの向上

2025下期～2026

採
用

育
成

処
遇
・制
度

・戦略的なエンジニア育成計画の策定

・次世代リーダー向け(選抜型)研修の実施

・若手・中堅人材向け研修の拡充

・自己開発支援制度の充実

・サーベイ結果に基づくアクションプランの実行

・DE＆I施策の推進(女性リーダー向け研修等)

・各種人事制度・規程の見直し・改善

・労務リスクガバナンスの強化

2025上期

エントリー者数

55.9%女性比率

採用ブランディングの構築と
マルチチャネル化の推進

’24

127名

’25
※採用活動継続中

通期計画

6０名

内訳
エンジニア2２名 営業５名

コーポレートスタッフ１４名

’26.4入社内定者数 エントリー者数 ’25採用内定者数

リーダー研修

コア人材の発掘と育成、
自律的に学習する組織へと進化コーチング研修（J-Coaching)

対象： 部長／本部長／事業部長クラス

会社の持続的な成長を支える
制度設計・環境整備

2025夏賞与ランキング

※ 日本経済新聞社調べ

4位 22社

情報通信業

エンゲージメントサーベイ

エンゲージメントスコア（eNPS）

-44

J-Care 社員旅行制度

※ ’25/7実施結果

※ 数字情報は’25/9末時点

参加者 304名

ハワイ・北海道等で開催

障碍者雇用

2.35%

’25

農園型雇用（J-Farm）を導入

前期比 前期比

前期比
業界平均比

※ 下期も複数開催予定

持続的な企業価値創造の鍵は、”考え、行動し、共有する”人材の採用・育成

+7pts

’24

1.66% +0.69ｐｔｓ
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AGENDA

202６年3月期 上期決算概要

中期経営計画 「CHALLENGE 2026」 進捗状況

注力事業進捗／人材戦略進捗／財務戦略強化



Copyright (c) 2025 JBCC Holdings Inc. 20ＪＢＣＣホールディングス株式会社 東証プライム市場 証券コード：9889（情報・通信業）

健全かつ柔軟な財務基盤の構築を通じた企業価値の持続的向上

財務戦略

3つの柱
持続的な資本効率の向上 最適な資本構成の確立 株主還元と成長投資の両立

資本コスト政策
資本コストを上回るリターンを持続的に確保

• 最適な資本構成の維持・管理

• 資本効率と株主還元の最適バランスの追求

• 資本コストを意識した投資判断の徹底

• 企業価値向上を軸とした資本政策・資本配分

の最適化

株主資本政策

• 安定的かつ柔軟な株主還元の実施

• 透明性の高い市場との対話

• 株式希薄化の抑制

• 資本効率の継続的な向上

株主価値・市場評価・資本効率の整合

キャピタルマネジメント
資本の最適配分・運用・還元

• 事業戦略と経営戦略で連動した資本配分

• 成長領域への積極的な投資と資本効率の両立

• 株主還元とのバランスの確保

• 方針の透明性と説明責任の確保

戦

略

・
施

策

ＪＢＣＣグループ財務戦略の基本方針
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中期経営計画 「CHALLENGE 2026」 におけるキャピタルアロケーション

R O E 向 上 を 軸 に 、 「 資 本 効 率 改 善 」 「 資 本 構 成 最 適 化 」 「 株 主 還 元 と 成 長 投 資 の 両 立 」 を 推 進

2026年3月期～2027年3月期までの2年間

営業CF

120億円程度

資産等売却

10億円程度

配当・自己株式取得

85億円程度

成

長

投

資

オーガニック投資

25億円程度

インオーガニック投資

20億円程度

キャピタルマネジメント

ファイナンス キャピタルアロケーション

オーガニック投資
• 人的資本への投資を継続（20億円規模）

• ＩＴ／設備投資

インオーガニック投資
• 新規事業／資本提携 等

株主還元
• 配当性向45%以上

• 機動的な自己株式取得

資産等売却
• 政策保有株式の低減

• 土地資産の売却

“ 稼 ぐ 力 ”

事業構造変革を加速
• お客様視点に立脚した

高付加価値の提供

クラウド／セキュリティ／超高速開発

• ストックビジネス比率向上による

安定的な収益基盤の実現

株

主

還

元

企 業 価 値 向 上
ROE 20%以上

エクイティスプレッド 10pts以上
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自己株式取得 上限30億円規模
• 当社における過去最大規模の取得価額

• 東京証券取引所における市場買付

• 取得期間は約5ヶ月間を設定

（期間： 2025年10月31日～2026年3月31日）

期末配当を公表値から7円増配
• 1株当たり期末配当 18円→25円、通期配当 35円→42円

• 配当性向 5０％以上

424 424 424 454 536 
764 813 805 

922 
1,133 

1,465 

2,130 

2,662 

509 

875 
999 

999 

3,000 

45.2%

55.5%

71.5%

86.5% 85.6%
77.3%

110%以上

35.9%
45.2% 43.2% 41.7% 41.6% 41.4% 42.2% 46.2% 45.2%

５０％以上

14.3 15.3 16.3 17.3 18.3 19.3 20.3 21.3 22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

予想

成長投資 30億円規模を計画
• 人的資本への投資 10億円

• IT／設備投資や

成長企業／新興企業投資を検討 20億円

総還元性向

配当性向

自己株式
取得

配当総額

百万円

百万円

2026年3月期 成長投資と株主還元
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持 続 的 な 企 業 価 値 向 上 の 実 現

資本効率性

ROE

収益性

営業利益率

配当性向

成長性

EPS成長率

資本コストを上回る
収益力と成長期待

PBR

資本効率と還元方針

DOE
利益還元

20％以上

11％以上

45％以上

中期経営計画目標値

中期経営計画目標値

中期経営計画目標値
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お問い合わせ

ＪＢＣＣホールディングス株式会社
経営企画 [e-mail : ir@jbcc.co.jp]

• 本資料は、当社の業績及び事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、当社の株式の購入や売却を勧誘するものではありません。

• 本資料に記載されている将来の動向や業績等に関する見通しは、リスクと不確定な要素を含んだ予測であり、将来の業績を保証するものでは
ありません。実際の業績は、様々な要因により見通しとは異なる結果となる可能性があることをご承知おきください。

• 本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。

資料についてのご注意


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24

